
●
手
当
月
額
／
【
特
別
児
童
扶
養
手

当
】
１
級
５
０
，９
０
０
円
、
２
級

３
３
，９
０
０
円
、【
障
害
児
福
祉

手
当
】
１
４
，４
３
０
円

●
お
た
ず
ね
／
福
祉
推
進
課
ま
た
は

各
支
所
健
康
福
祉
課
（
平
田
支
所

は
ひ
ら
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

公
園
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
者
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
す

●
対
象
／
自
主
的
に
公
園
や
広
場
・

緑
地
な
ど
の
美
化
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
ま
た
は
個
人

●
基
準
／
活
動
が
月
２
回
程
度
以
上

か
つ
５
年
以
上
（
子
ど
も
会
な
ど
の

団
体
は
月
１
回
以
上
か
つ
２
年
以

上
）
継
続
し
て
い
る
こ
と
。
過
去

に
本
感
謝
状
を
受
け
た
方
は
除
く
。

●
推
薦
／
だ
れ
で
も
推
薦
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。本
庁
公
園
緑
地
課
ま

た
は
各
支
所
担
当
課
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、公
民
館
に
あ
る
推
薦

書
に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
推
薦
期
限
／
３
月
10
日
㈮

●
お
た
ず
ね
／
公
園
緑
地
課
（
さ
か

や
ビ
ル
６
階
、
℡
㉑
６
７
４
１
）

第
１
回
湖
遊
館
杯
争
奪

長
ぐ
つ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

お
よ
び
一
般
滑
走
時
間
の
変
更

【
長
ぐ
つ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
】

●
と
き
／
２
月
20
日
㈪
〜
26
日
㈰

（
21
日
㈫
は
休
館
日
）
19
〜
22
時

◆本　　庁　ＴＥＬ 21－2211
◆平田支所　ＴＥＬ 63－3111
◆佐田支所　ＴＥＬ 84－0111
◆多伎支所　ＴＥＬ 86－3111
◆湖陵支所　ＴＥＬ 43－1212
◆大社支所　ＴＥＬ 53－4444

出雲市役所の代表電話番号

（
26
日
は
17
時
〜
21
時
）

●
と
こ
ろ
／
湖
遊
館

※
大
会
は
無
料
で
見
学
で
き
ま
す
。

【
一
般
滑
走
時
間
】

●
２
月
18
日
㈯
は
10
時
〜
17
時
45
分
、

２
月
26
日
㈰
は
10
時
〜
17
時
に
変

更
し
ま
す
。

●
お
た
ず
ね
／
湖
遊
館
（
℡

５
６

　

０
０
）

矢
野
遺
跡
現
地
説
明
会

●
と
き
／
２
月
18
日
㈯
10
〜
12
時

●
と
こ
ろ
／
矢
野
遺
跡
発
掘
調
査
現

場
（
矢
野
町
）　

※
参
加
無
料

●
内
容
／
矢
野
遺
跡
の
発
掘
調
査
成

果
を
調
査
員
が
現
地
説
明
し
ま
す
。

●
お
た
ず
ね
／
文
化
財
課
（
℡
㉑
６
８

　

９
３
）

ぼ
け
て
も
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
と
き
／
２
月
23
日
㈭
13
時
30
分
〜

16
時　

※
入
場
無
料

●
と
こ
ろ
／
ラ
ピ
タ
３
階
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
パ
レ
ス
鳳
凰
の
間

●
内
容
／
「
認
知
症
に
つ
い
て
も
っ
と

知
ろ
う
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
〜
地
域
で
認

知
症
の
人
を
支
え
る
見
守
り
の
ヒ

ン
ト
〜
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
呆
け
老

人
を
抱
え
る
家
族
の
会
鳥
取
県
支

部
代
表
世
話
人
の
吉
野
立
さ
ん
に

よ
る
基
調
講
演
や
体
験
コ
ー
ナ
ー

●
お
た
ず
ね
／
福
祉
推
進
課

出
雲
市
築
山
土
地
区
画
整
理

事
業
に
伴
う
住
所
地
番
の
変
更

●
１
月
21
日
㈯
か
ら
、
次
の
区
域
の

住
所
等
の
表
示
が
変
わ
り
ま
し
た
。

●
変
更
区
域
／
上
塩
冶
町
字
池
田
、同

字
大
井
谷
の
各
一
部
（
出
雲
工
業
高

校
北
側
約
５
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
画

整
理
区
域
お
よ
び
隣
接
地
の
一
部
）

●
変
更
内
容
／
新
町
名
「
築
山
新
町
」

を
用
い
、地
番
も
変
更
に
な
り
ま
す
。

●
お
た
ず
ね
／
都
市
計
画
課
（
℡
㉑

６
７
４
４
）

多
伎
い
ち
じ
く
温
泉
の
臨
時
休
館

●
２
月
13
日
㈪
〜
３
月
31
日
㈮
ま
で
、

施
設
の
改
修
工
事
の
た
め
、
臨
時

休
館
し
ま
す
。

●
お
た
ず
ね
／
多
伎
支
所
産
業
建
設

課
（
℡

３
１
１
５
）

平
成
18
年
度
就
学
援
助
制
度

●
対
象
／
平
成
18
年
度
に
市
内
の
小

中
学
校
に
通
う
子
ど
も
の
保
護
者

●
内
容
／
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
小

中
学
校
へ
の
就
学
が
困
難
な
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
学
用
品

費
・
給
食
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

●
申
込
先
／
各
小
中
学
校
ま
た
は
お

住
ま
い
の
担
当
地
区
の
民
生
委
員

●
お
た
ず
ね
／
各
小
中
学
校
ま
た
は

教
育
総
務
課
、
各
出
張
所
教
育
課

特
別
児
童
扶
養
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
制
度

●
身
体
ま
た
は
精
神
に
中
度
か
ら
重

度
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
は
、特
別
児
童

扶
養
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
中
で
も
重
度
障
害
の
た

め
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
障

害
児
福
祉
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
た
だ
し
、
児
童
が
施
設
に
入
所
し

て
い
る
場
合
、
児
童
が
障
害
を
理

由
と
し
て
公
的
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
、
手
当
を
受

け
よ
う
と
す
る
人
や
扶
養
義
務
者

の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
に

は
、
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

1月8日 の ぼ

1月8日

　1月 8日、雪が残り肌寒さが感じられる中、出
雲市消防出初式を出雲ドームで開催しました。合
併して初めてとなる式には、市消防本部職員135人、
市消防団連合会（各地域 6 消防団）の消防団員
1,129人など、あわせて約1,400人が参加。分列行
進や通常点検な
どを行い、安心・
安全に暮らせる
まちの実現に向
けて、気を引き締
めました。

式のあと、出雲地域を除く各地域の消防団は、地元
で放水訓練を実施しました（写真は大社消防団）

 1月8日、出雲市民会館で、合併後初め
てとなる『平成18年出雲市成人式』を開
催しました。
　式典では、新成人を代表する6人があ
いさつに立ちました。「今まで自分が支
えられてきたように、たくさんの人の支
えとなれるよう自分の選んだ道を一歩一
歩しっかり歩んでいきたい」など、家族
や友人、地域の人への感謝を述べました。
また、「自由が得られることと裏腹に、
自分の行動に対しての責任が伴う」「背
筋がピンと伸びるような思い」
とこれからの人生を進んでい
くにあたっての決意が聞かれ
ました。
　式典の後は、地域ごとに会場
を分けた交歓の集いがあり、出
席した新成人1,300人が友人と
の再会を喜びあい、笑顔で記
念撮影する姿が見られました。

▲新成人リレースピーチを担当
した6人の新成人。左から嘉藤
泰輔さん、岡宏美さん、島田
和佳さん、杉谷琢也さん、園山
徹さん、川上佳織さん

式典や交歓の集いの進行、受
付などに新成人自ら協力スタ
ッフとして参加しました

▲

12広報いずも２００６．２．９13 広報いずも２００６．２．９




